
 

 

Ｒ６.７.２７ やすぎこども園 園長 福島朗博 

◆園風景から ０歳から５歳までリズムタイム♪～新たな魅力ある保育づくり～ 

小学校に上がって長時間の学習姿勢を保てるためには、幼児期からの体幹と集中力・持続

力・粘りなどが欠かせないと考えます（園長だより１２号「非認知能力」参照）。そこで、今

年度より次のようなねらいをもって、園あげてリズム運動に取り組むことにしました。 

〇体幹を鍛え、転ばない体づくりをする 

〇柔軟性を身につける 

〇リズム感を身につけ、豊かな運動力につなげていく 

〇聞く力、見る力、集中力を育てる 

保育者で曲や内容（意識する動きなど）を話し合って練習し、まず金魚やワニのハイハイ、

うさぎのピョンピョン、かめの反り返り、とんぼの飛行と片足バランス運動から始めました。

各クラスで時間を見つけて「リズムタイムはじめるよ♪」と曲を流して子どもたちを誘いな

がら楽しく取り組んでいます。これから、少しずつ軌道にのせ、しなやかな体を目指してク

ラス同士で交流して見せ合ったり一緒に体を動かしたりして、運動会や保育参観等で披露で

きるようになればいいねと話し合っています。年中通して曲のリズムに合わせて楽しく体を

動かしているうちに、表現力や集中力、体幹などがついていくといいなと思っています。子

どもたちのそんな様子がごらんになれることを、どうぞ楽しみにしていてください♪ 

 

◆言葉を育てるかかわり ～コミュニケーションを楽しむ 心のキャッチボール～ 

 ９か月をすぎると赤ちゃんは指さしが出てくるようになります。手ざしや指さしが出てく

ると、私は「お～！この子もついに出てきたぞ。」と大げさでなくゾ

クゾクと大きな感動を覚えます。それぐらい指さしは大きな意味を

もっています。

言葉といっても

いいかもしれま

せん。まだその

子はしゃべれてなくても、言いたい気持

ちがその人差し指に宿っているからで

す。右表のように、要求や共感などを表

したりします。上写真はほし組の子ども

たちの一コマです。右側の男の子が友だ

ちの方を指さして、何やら楽しそうな気

持ちがいっぱいに伝わってきますね。 

ゆっくりゆったり子育て 

～子育ては親も子どもも同い年 だから子育ては親育ち～ 

子育て伴走「だいじょうぶ！」通信 No.16 

～みんな大切 笑顔あふれる家庭とこども園に～ 

【にじ組さんのとんぼ】 【つき組さんのかめ】 【そら組さんのわに】 



 言葉を育てるには、子どもだけでは難

しくて、子どもが大好きで伝えたいと思

える大人がいて、その両者のコミュニケ

ーションのやりとり、キャッチボールが

大切です。子どもに伝えたいことの内容

があり、それをわかろうとする大人の気

持ちがあることで、キャッチボールはう

まくいきます。でも、「うけとったよ！」

というボールを、子どもの顔を見ずに中身もずれて一方的に投げては、子どもはキャッチで

きないですよね。相手をよく見て（観察）、行動や気持ち、場面に見合ったボールを受け止め

やすいように適切なタイミングで投げることで、思いが伝わり、気持ちを共有することがで

きます。（思春期の子どもとのキャッチボールは難しいですよね。私は息子たちにど直球を投

げては、パーンとはね返される失敗をよくしてました…。相手の出方に合わせて変化球を投

げたりかわしたりしながらの忖度で、キャッチボールになっていくのですね。） 

ということで、まず、わが子がどんなことに興味を示しているのか、様子をじっと観察し

てみてください。何かに注意を向けて興味を示しているとき、それをとらえて言葉をかけて

気持ちに共感してあげましょう。ボク・ワタシの興味に関心よせてくれていると感じて、こ

ちらにまなざしをおくってきたときには特に、言葉をかける大チャンスです！ 

 さて問題です。ダンゴムシ大好きなあっくん（やすぎこども園の子も大好きです！）がダ

ンゴムシを見てたら丸くなったので「あれ～⁈」と横にいたお父さんを見上げましたよ。 

「はて？」、お父さん、あっくんのまなざしにどう応えてあげますか？？ 

 

 

 

 

 

                                 

                                                           

なんでもいいですよ。大事なのは、子どもの気持ちになって（行動や表情から、それまでの

経験などの背景を思い出しながら）感じたことを身振りや言葉で返してあげることです。子

どもと一緒にコミュニケーションを楽しむことは、子の「今ここ」で体験したことに、大人

のかけた言葉が重なり合うので、子どもの記憶や印象に残って言葉が身についていきます。 

 このように、大人と子どもが同じものに注目することを「共同注意」とよびます。子ども

は自分の発した声、指さしやまなざしを受け止めてくれる大人がいることで、自己肯定感を

もつと同時に、「わかる」ことの意味が入り、「もっとわかりたい」と思って大人を見たり、

大好きな大人にかけられた言葉を真似たりするようになります。そうして、「話したい」「伝

えたい」意欲につながっていきます。言葉をただ教えるのでなく、共感して一緒にコミュニ

ケーションを楽しむこと、心のキャッチボールをすることが言葉の発達につながります。 

あれ～⁈  

あっくんのまなざし

を受け止めて 

お父さん 

どう応えて 

あげますか⁉ 

共同注意 

見る 

見る 受け止めて 

一緒に見る 

心のキャッチボール💛 

子どものことばの育ちによって 言葉かけの内容を考えるといいですよ！ 

① ①ことばを促す段階（子どもの行動や気持ちを言葉にして表す）「あれ～、むしむし、だんごむしだ！」「むし

むし、ころころ♪おもしろいね。」「だんごむしだ。かわいいね。」 

➁ことばを拡げる段階（子どものもつ言葉を意味的、文法的に拡げて２、３語文へ発展させる）「あら、だ

んごむし、ころころ丸くなっちゃったね～。」「ころころ、おだんごみたいね～。」「あらふしぎ。さわってみる？ころこ

ろ転がるね～。」「だんごむし見てるのね。あっくん、だんごむしだいすきだもんね～。どうして丸くなるのかな？」 

) ) ) ) 

下表には参考
として例を載
せています 


